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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体を被うに充分な大きさの印画範囲を有する縁無し用画像情報を入力する入力手
段と、
　前記縁無し用画像情報を保存する記憶部と、
　前記記憶部の前記縁無し用画像情報を、記録ヘッドの対向位置に存在する前記記録媒体
に、前記印画範囲上の前記記録ヘッドを搭載するキャリッジの主走査方向の走査および前
記主走査方向と垂直をなす副走査方向の前記記録媒体の紙送りにより縁なし印画する記録
手段と、
　前記入力手段および前記記録手段を制御する制御手段と、
を備えるインクジェットプリンタであって、
　前記記録手段は、印画時に並行してインクを吐出可能なように副走査方向に並列配置さ
れた複数のインク吐出口を有し、
　前記キャリッジは、前記対向位置の検出点に前記記録媒体が存在するかどうかを検出す
る検出手段を、前記インク吐出口でのインク吐出よりも副走査方向で先行する位置に有し
、
　前記制御部は、前記検出手段の走査および前記記録媒体の紙送りによる前記記録媒体上
の前記検出点の移動により、前記記録媒体の辺縁位置情報を取得し、前記辺縁位置情報に
基づいて、前記縁無し用画像情報の印画の際に、前記記録媒体が存在しない前記印画範囲
にマスクするマスク領域情報を生成するマスク生成手段と、
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　前記マスク領域情報に基づいて、前記縁無し用画像情報にマスクを行うデータ変換手段
と、を有し、
　前記記録手段は、マスクされた前記縁無し用画像情報に基づいて、前記縁無し用画像情
報のマスク領域を除いた画像情報のみを前記記録媒体に印画することを特徴とするインク
ジェットプリンタ。
【請求項２】
　前記記録手段は、前記縁無し画像情報の印画する部分のみの画像情報を保存する画像記
憶部と、
　前記画像記憶部から前記画像情報を読み出す画像読み出し手段を備えることを特徴とす
る請求項１に記載のインクジェットプリンタ。
【請求項３】
　前記データ変換手段は、前記記憶部から前記画像記憶部に前記縁無し画像情報が転送さ
れる際に前記マスクを行うことを特徴とする請求項２に記載のインクジェットプリンタ。
【請求項４】
　前記データ変換手段は、前記縁無し用画像情報のマスク領域に零値を代入することを特
徴とする請求項１ないし３のいずれか１つに記載のインクジェットプリンタ。
【請求項５】
　記録媒体を被うに充分な大きさの印画範囲を有する縁無し用画像情報を入力する入力手
段と、
　前記縁無し用画像情報を保存する記憶部と、
　前記記憶部の前記縁無し用画像情報を、記録ヘッドの対向位置に存在する前記記録媒体
に、前記記録ヘッドを搭載するキャリッジの主走査方向の走査および前記主走査方向と垂
直をなす副走査方向の前記記録媒体の紙送りにより、縁なし印画する記録手段と、
　前記入力手段および前記記録手段を制御する制御手段と、
を備えるインクジェットプリンタであって、
　前記記録手段は、印画時に並行してインクを吐出可能なように副走査方向に並列配置さ
れた複数のインク吐出口を有し、
　前記キャリッジは、前記対向位置の検出点に前記記録媒体が存在するかどうかを検出す
る検出手段を、前記インク吐出口でのインク吐出よりも副走査方向で先行する位置に有し
、
　前記制御部は、前記検出手段の走査および前記記録媒体の紙送りによる前記記録媒体上
の前記検出点の移動により、前記記録媒体の辺縁位置情報を取得し、前記辺縁位置情報に
基づいて、前記縁無し用画像情報の印画の際に、前記記録媒体が存在しない前記印画範囲
にマスクするマスク領域情報を生成するマスク生成手段を有し、
　前記記録手段は、前記マスク領域情報に基づいて、前記記憶部の前記縁無し用画像情報
のマスク領域を除いた画像情報のみを記録することを特徴とするインクジェットプリンタ
。
【請求項６】
　前記記録手段は、前記縁無し画像情報の印画する部分のみの画像情報を保存する画像記
憶部と、
　前記画像記憶部から前記画像情報を読み出す画像読み出し手段を備えることを特徴とす
る請求項５に記載のインクジェットプリンタ。
【請求項７】
　前記画像読み出し手段は、前記記憶部あるいは前記画像記憶部の前記縁無し用画像情報
のマスク領域に零値を代入しつつ読み出すことを特徴とする請求項６に記載のインクジェ
ットプリンタ。
【請求項８】
　前記画像読み出し手段は、前記印画範囲の前記主走査方向に加えて前記副走査方向の読
み出しも行うことを特徴とする請求項６あるいは７のいずれか１つに記載のインクジェッ
トプリンタ。
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【請求項９】
　前記キャリッジは、前記検出手段を、前記記録ヘッドの一連の吐出口が存在する位置よ
りも、前記記録媒体が搬入される側の位置に備えることを特徴とする請求項１ないし８の
いずれか１つに記載のインクジェットプリンタ。
【請求項１０】
　前記検出手段は、赤あるいは赤外領域を含む光源を有する光センサーを備えることを特
徴とする請求項１ないし９のいずれか１つに記載のインクジェットプリンタ。
【請求項１１】
　前記検出手段は、光センサーを一次元的に配列したリニア型光センサーを備えることを
特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１つに記載のインクジェットプリンタ。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記検出手段を前記主走査方向の走査での中心近傍に位置させ、前記
紙送りの際に、前記記録媒体の前記対向位置の通過を検知する検知手段を備えることを特
徴とする請求項１ないし１１のいづれか１つに記載のインクジェットプリンタ。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記紙送りをしつつ、前記キャリッジを、前記主走査方向に複数回の
走査を行い、前記記録媒体の曲がりを検出する曲がり検出手段を備えることを特徴とする
請求項１ないし１２のいずれか１つに記載のインクジェットプリンタ。
【請求項１４】
　前記マスク生成手段は、前記縁無し用画像情報の前記印画範囲に対応する２次元マスク
位置情報を備えることを特徴とする請求項１ないし１３のいずれか１つに記載のインクジ
ェットプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、縁無し印画を行うインクジェットプリンタに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、インクジェットプリンタを用いて、画像情報を記録媒体に印画する際に、記録媒体
の辺縁部に余白を残さない縁無し印画が行われる。この縁無し印画においては、画像情報
を記録媒体を被うに充分な大きさに拡大あるいは縮小し、この記録媒体を被う画像情報を
作成し、この画像情報を印画することにより、縁の無い印画を行うことができる。
【０００３】
その反面、この縁無し印画では、記録媒体より大きな領域で印画を行うので、記録媒体を
載置するプラテン上の記録媒体が存在しない部分にも印画がなされ、この部分の印画に用
いられるインクは、不要であると同時に、プラテンを汚す原因となった。
【０００４】
この汚れを解消するために、プラテンの汚れが生じる記録媒体の周辺部分にインク吸収体
を配設することがなされる（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】
特開平８－１６９１５５号公報（第５～６頁、図３～５）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来技術によれば、インク吸収体を外れたインクがプラテン上に吐出
することが生じる。そして、この際、吐出されたインクは、無駄な消費であると同時に、
プラテンを汚すことになり、外れたインクを回収する回収機構あるいはプラテンの拭き取
り機構等が付加的な機構が必要となる。
【０００７】
特に、プラテン上に記録媒体が曲がって配設されている場合には、印画が進むにつれ、イ
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ンク吸収体と記録媒体の相対位置にずれが生じ、甚だしい場合には、記録媒体の周辺部分
がインク吸収体から外れ、プラテンを汚す要因となっている。
【０００８】
また、記録媒体の幅が異なる場合には、異なる幅の記録媒体ごとにインク吸収体の位置が
異なり、インク吸収体の位置を可変にするかあるいはすべての幅の記録媒体を包含するイ
ンク吸収体を備える等の派生的な機構が生じる。そして、この様なインク吸収体を用いる
ことは、インクジェットプリンタを複雑、高価にする要因となる。
【０００９】
これらのことから、縁無し印画の際に、インク吸収体を用いずにプラテン上のインク汚れ
を防止するインクジェットプリンタをいかに実現するかが重要となる。
【００１０】
この発明は、上述した従来技術による課題を解決するためになされたものであり、縁無し
印画の際に、インク吸収体を用いずにプラテン上のインク汚れを防止することができる、
インクジェットプリンタを提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に記載の発明にかかるインク
ジェットプリンタは、記録媒体を被うに充分な大きさの印画範囲を有する縁無し用画像情
報を入力する入力手段と、前記縁無し用画像情報を保存する記憶部と、前記記憶部の前記
縁無し用画像情報を、記録ヘッドの対向位置に存在する前記記録媒体に、前記印画範囲上
の前記記録ヘッドを搭載するキャリッジの主走査方向の走査および前記主走査方向と垂直
をなす副走査方向の前記記録媒体の紙送りにより縁なし印画する記録手段と、前記入力手
段および前記記録手段を制御する制御手段と、を備えるインクジェットプリンタであって
、前記記録手段は、印画時に並行してインクを吐出可能なように副走査方向に並列配置さ
れた複数のインク吐出口を有し、前記キャリッジは、前記対向位置の検出点に前記記録媒
体が存在するかどうかを検出する検出手段を、前記インク吐出口でのインク吐出よりも副
走査方向で先行する位置に有し、前記制御部は、前記検出手段の走査および前記記録媒体
の紙送りによる前記記録媒体上の前記検出点の移動により、前記記録媒体の辺縁位置情報
を取得し、前記辺縁位置情報に基づいて、前記縁無し用画像情報の印画の際に、前記記録
媒体が存在しない前記印画範囲にマスクするマスク領域情報を生成するマスク生成手段と
、前記マスク領域情報に基づいて、前記縁無し用画像情報にマスクを行うデータ変換手段
と、を有し、前記記録手段は、マスクされた前記縁無し用画像情報に基づいて、前記縁無
し用画像情報のマスク領域を除いた画像情報のみを前記記録媒体に印画することを特徴と
する。
【００１２】
この請求項１に記載の発明によれば、キャリッジは、検出手段により、対向位置の検出点
に記録媒体が存在するかどうかを検出し、制御部は、マスク生成手段により、この検出手
段の走査および記録媒体の紙送りによる記録媒体上の検出点の移動により、記録媒体の辺
縁位置情報を取得し、この辺縁位置情報に基づいて、縁無し用画像情報の印画の際に、記
録媒体が存在しない前記印画範囲をマスクするマスク領域情報を生成し、このマスク領域
情報に基づいて、データ変換手段により、縁無し用画像情報にマスクを行い、記録手段は
、マスクされた縁無し用画像情報に基づいて、縁無し用画像情報のマスク領域を除いた画
像情報のみを記録媒体に印画することとしているので、印画範囲の記録媒体が存在しない
マスク領域で、インクの吐出を伴うことなく縁無し印画を行い、ひいては記録媒体の背後
にあるプラテンにインクが吐出することを防止することができる。
【００１３】
また、請求項２に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記記録手段が、前記
縁無し画像情報の印画する部分のみの画像情報を保存する画像記憶部と、前記画像記憶部
から前記画像情報を読み出す画像読み出し手段を備えることを特徴とする。
【００１４】
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この請求項２に記載の発明によれば、記録手段が、縁無し画像情報の印画する部分のみの
画像情報を保存する画像記憶部と、画像読み出し手段により、この画像記憶部から画像情
報を読み出すこととしているので、効率よく画像情報の読み出しおよび印画を行うことが
できる。
【００１５】
また、請求項３に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記データ変換手段が
、前記記憶部から前記画像記憶部に前記縁無し画像情報が転送される際に前記マスクを行
うことを特徴とする。
【００１６】
この請求項３に記載の発明によれば、画像記憶部にマスクされた縁無し画像情報を保存す
ることができるので、画像読み出し手段に変更を加えることなく、マスク領域でインクの
吐出を押さえることができる。
【００１７】
また、請求項４に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記データ変換手段が
、前記縁無し用画像情報のマスク領域に零値を代入することを特徴とする。
【００１８】
この請求項４に記載の発明によれば、簡易にヘッドからのインクの吐出を無くすことがで
きる。
【００１９】
　また、請求項５に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、記録媒体を被うに充
分な大きさの印画範囲を有する縁無し用画像情報を入力する入力手段と、前記縁無し用画
像情報を保存する記憶部と、前記記憶部の前記縁無し用画像情報を、記録ヘッドの対向位
置に存在する前記記録媒体に、前記記録ヘッドを搭載するキャリッジの主走査方向の走査
および前記主走査方向と垂直をなす副走査方向の前記記録媒体の紙送りにより、縁なし印
画する記録手段と、前記入力手段および前記記録手段を制御する制御手段と、を備えるイ
ンクジェットプリンタであって、前記記録手段は、印画時に並行してインクを吐出可能な
ように副走査方向に並列配置された複数のインク吐出口を有し、前記キャリッジは、前記
対向位置の検出点に前記記録媒体が存在するかどうかを検出する検出手段を、前記インク
吐出口でのインク吐出よりも副走査方向で先行する位置に有し、前記制御部は、前記検出
手段の走査および前記記録媒体の紙送りによる前記記録媒体上の前記検出点の移動により
、前記記録媒体の辺縁位置情報を取得し、前記辺縁位置情報に基づいて、前記縁無し用画
像情報の印画の際に、前記記録媒体が存在しない前記印画範囲にマスクするマスク領域情
報を生成するマスク生成手段を有し、前記記録手段は、前記マスク領域情報に基づいて、
前記記憶部の前記縁無し用画像情報のマスク領域を除いた画像情報のみを記録することを
特徴とする。
【００２０】
この請求項５に記載の発明によれば、キャリッジは、検出手段により、対向位置の検出点
に記録媒体が存在するかどうかを検出し、制御部は、マスク生成手段を用いて、検出手段
の走査および記録媒体の紙送りによる記録媒体上の検出点の移動により、記録媒体の辺縁
位置情報を取得し、この辺縁位置情報に基づいて、縁無し用画像情報の印画の際に、記録
媒体が存在しない印画範囲をマスクするマスク領域情報を生成し、記録手段は、このマス
ク領域情報に基づいて、記憶部の縁無し用画像情報のマスク領域を除いた画像情報のみを
記録することとしているので、印画範囲の記録媒体が存在しないマスク領域で、インクの
吐出を伴うことなく縁無し印画を行い、ひいては記録媒体の背後にあるプラテンにインク
が吐出することを防止することができる。
【００２１】
また、請求項６に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記記録手段が、前記
縁無し画像情報の印画する部分のみの画像情報を保存する画像記憶部と、前記画像記憶部
から前記画像情報を読み出す画像読み出し手段を備えることを特徴とする。
【００２２】
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この請求項６に記載の発明によれば、記録手段は、縁無し用画像情報の印画する部分のみ
の画像情報を保存する画像記憶部と、画像読み出し手段により、画像記憶部から画像情報
を読み出すこととしているので、効率よく画像情報の読み出しおよび印画を行うことがで
きる。
【００２３】
また、請求項７に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記画像読み出し手段
が、前記記憶部あるいは前記画像記憶部の前記縁無し用画像情報のマスク領域で零値を出
力しつつ読み出すことを特徴とする。
【００２４】
この請求項７に記載の発明によれば、記憶部の縁無し用画像情報をデータ変換することな
くそのまま用いることができる。
【００２５】
また、請求項８に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記画像読み出し手段
が、前記印画範囲の前記主走査方向に加えて前記副走査方向の読み出しも行うことを特徴
とする。
【００２６】
この請求項８に記載の発明によれば、印画範囲の画像情報を、副走査方向に幅を持って読
み出し、効率良く印画を行うことができる。
【００２７】
また、請求項９に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記キャリッジが、検
出手段を、前記記録ヘッドの一連の吐出口が存在する位置よりも、前記記録媒体が搬入さ
れる側の位置に備えることを特徴とする。
【００２８】
この請求項９に記載の発明によれば、記録媒体の後端部分の下辺を、印画する前に検出す
ることができ、この情報に基づいて、的確なマスク領域を作成し、プラテン上へのインク
の吐出を防止することができる。
【００２９】
また、請求項１０に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記検出手段が、赤
あるいは赤外領域を含む光源を有する光センサーを備えることを特徴とする。
【００３０】
この請求項１０に記載の発明によれば、検出手段の光センサーが、赤あるいは赤外領域を
含む光源を有するので、記録媒体上の黒色のインクをプラテンと区別することができ、混
同を防止することにより高い精度で辺縁部の検出を行うことができる。
【００３１】
また、請求項１１に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、光センサーを一次元
的に配列したリニア型光センサーを備えることを特徴とする。
【００３２】
この請求項１１に記載の発明によれば、リニア型光センサーは、光センサーを一次元的に
配列しているので、検出点の位置を、さらに高精度に検出することができ、特に、光セン
サーが移動する主走査方向と概ね同一方向を向く上辺および下辺では、正確な辺縁部位置
を検出することができる。
【００３３】
また、請求項１２に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記制御手段が、前
記検出手段を前記主走査方向の走査での中心近傍に位置させ、前記紙送りの際に、前記記
録媒体の前記対向位置の通過を検知する検知手段を備えることを特徴とする。
【００３４】
この請求項１３に記載の発明によれば、制御手段は、検知手段により、検出手段を主走査
方向の走査での中心近傍に位置させ、紙送りの際に、記録媒体のヘッドの対向位置の通過
を検知することとしているので、記録媒体を載置する台上のフォトセンサーと同様の機能
を行うことができる。
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【００３５】
また、請求項１３に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記制御手段が、前
記紙送りをしつつ、前記キャリッジを、前記主走査方向に複数回の走査を行い、前記記録
媒体の曲がりを検出する曲がり検出手段を備えることを特徴とする。
【００３６】
この請求項１３に記載の発明によれば、制御手段は、曲がり検出手段により、紙送りをし
つつ、キャリッジを、主走査方向に複数回の走査を行い、記録媒体の曲がりを検出するこ
ととしているので、曲がりをも含めてマスク領域を精密に確定し、記録媒体の存在しない
マスク領域へのインクの吐出を防止することができる。
【００３７】
また、請求項１４に記載の発明にかかるインクジェットプリンタは、前記マスク生成手段
は、前記縁無し用画像情報の前記印画範囲に対応する２次元マスク位置情報を備えること
を特徴とする。
【００３８】
この請求項１４に記載の発明によれば、縁無し用画像情報にマスク領域を設定する際に、
容易にマスク位置の特定を行うことができる。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下に添付図面を参照して、この発明にかかるインクジェットプリンタの好適な実施の形
態について説明する。なお、これにより本発明が限定されるものではない。
（実施の形態１）
まず、本実施の形態１にかかるインクジェットプリンタ１００の全体構成について説明す
る。図１は、インクジェットプリンタ１００の構成を示すブロック図である。インクジェ
ットプリンタ１００は、記録部１２０、制御部１１０、記憶部１３０および入力手段であ
るインターフェース１５０を含む。なお、図中で、各ブロックを接続する太い線は、画像
情報のデータバスを現し、細い線は、制御情報のバスを現す。
【００４０】
インターフェース１５０は、インクジェットプリンタ１００と通信回線を介して接続され
るパーソナルコンピュータ１９０の縁無し用画像情報を、インクジェットプリンタ１００
に取り込む入力手段をなす。ここで、パーソナルコンピュータ１９０は、画像情報および
拡大縮小部１４０を含む。なお、拡大縮小部１４０は、インクジェットプリンタ１００に
内蔵することもできる。
【００４１】
拡大縮小部１４０は、画像情報を、縁無し印画を行う際の画像サイズに変換された縁無し
用画像情報に変換する。ここで、縁無し印画とは、記録媒体に画像情報を印画する際に、
記録媒体の周辺部分に余白を残さず、全面に渡って画像情報を印画することである。拡大
縮小部１４０は、入力された画像情報を、設定された記録媒体を被うに充分なサイズに変
換する。この際、記録媒体サイズよりも小さい画像情報の場合には、補間等の手続きによ
り、拡大による画質の劣化防止が行われ、記録媒体サイズよりも大きい画像情報の場合に
は、記録媒体を漏れなく被うサイズまで縮小される。また、記憶部１３０は、拡大縮小部
１４０で拡大あるいは縮小された縁無し用画像情報を、インターフェース１５０を介して
入力して記憶する。
【００４２】
記録部１２０は、記録媒体に縁無し用画像情報の縁無し印画を行う。ここで、記録部１２
０は、キャリッジ部１２１、紙送り部１２４、画像読み出し部１２２、画像記憶部１２３
、主副走査駆動部１２６および位置情報入力部１２５を含む。
【００４３】
画像記憶部１２３は、縁無し用画像情報の印画する部分の画像情報を記憶しており、この
画像情報がそのままキャリッジ部１２１のＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋ各色のヘッドから記録媒体に出
力される。画像読み出し部１２２は、画像記憶部１２３の画像情報を、所定の手順に従っ
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て順次読み出し、キャリッジ部１２１に出力する。
【００４４】
ここで、キャリッジ部１２１は、記録媒体にインクを吐出するＣ，Ｍ，Ｙ，Ｋ各色のヘッ
ド、ドライバー、インクカートリッジおよびこれらを内蔵するキャリッジ等からなり。キ
ャリッジは、主副走査駆動部１２６からの指示により記録媒体の搬送方向である副走査方
向と直交する主走査方向に、移動を行い、インクの吐出による印画を行う。なお、キャリ
ッジの主走査方向の位置は、エンコーダ等により高精度に検出され位置情報入力部１２５
に送られる。
【００４５】
また、キャリッジ部１２１は、後述する検出手段をなす検出センサー１６０を有する。検
出センサー１６０は、検出手段をなし、プラテン上に配設される記録媒体の有り無しを、
印画の際の画素単位の精度で検出し、この検出情報を制御部１１０の送信する。
【００４６】
紙送り部１２４は、記録媒体の搬送方向である副走査方向に移動するローラ等の紙送り機
構からなり、記録媒体の副走査方向への移動を行う。また、紙送り部１２４も、ローラに
付属するロータリエンコーダ等により、記録媒体の副走査方向への移動距離を概略検出し
、位置情報入力部１２５に送る。
【００４７】
主副走査駆動部１２６は、キャリッジの主走査方向への移動およびローラによる記録媒体
の副走査方向への移動を行う。また、位置情報入力部１２５は、キャリッジ部１２１およ
び紙送り部１２４から、キャリッジの位置情報および紙送りの概略位置情報を取得する。
【００４８】
制御部１１０は、マスク生成部１１１およびデータ変換部１１２を含む。ここで、マスク
生成部１１１は、キャリッジ部１２１の検出センサー１６０からの記録媒体の有り無し情
報および位置情報入力部１２５に入力したキャリッジの位置情報から、記録媒体の位置お
よび曲がりを画素単位の高精度で検出し、記憶部１３０に格納される縁無し用画像情報の
マスク領域を確定する。
【００４９】
また、データ変換部１１２は、記憶部１３０の縁無し用画像情報に対し、マスク生成部１
１１で生成されたマスク領域に対応する画素で零値を代入し、画像記憶部１２３に出力す
る。
【００５０】
つづいて、記録部１２０のキャリッジ部１２１を中心とする構成を図２を用いて説明する
。図２は、キャリッジ部１２１を中心とする記録部１２０の構成を示す図である。主走査
方向を向く支持棒３に、キャリッジ２が、主走査方向に移動可能に配設される。キャリッ
ジ２は、支持棒３上をステッピングモーター５によりローラ６ａ，６ｂと駆動ベルト４を
介して駆動されることにより、主走査方向に移動しながら印画を行う。
【００５１】
キャリッジ２には、Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋの各カートリッジ１Ｃ、１Ｍ、１Ｙ、１Ｋが着脱可能
に装着されている。このキャリッジ２の下端部には、図示しないＣ，Ｍ，Ｙ，Ｋごとのヘ
ッドが存在し、各ヘッドの複数のインク吐出口から、キャリッジ２の下部に存在する記録
媒体７に、インクの吐出が行われる。
【００５２】
また、図３にキャリッジ２に装着される検出センサー１６０の装着部分を図示する。検出
手段をなす検出センサー１６０は、図３に模式的に示されたＣのカートリッジの下端に位
置するヘッドの給紙側の端部に位置する吐出口から、さらに給紙側のキャリッジ２の側面
に装着される。ここで、検出センサー１６０は、発光面および受光面を記録媒体側に有し
、記録媒体からの反射光を検知する。なお、検出センサー１６０は、キャリッジ２に装着
されているので、ヘッドと同様の精度で、主走査方向に移動および検知を行う。
【００５３】
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また、図４に検出手段をなす検出センサー１６０の断面を示す。検出センサー１６０は、
発光部１６１および受光部１６２からなる反射型光センサーからなる。発光部１６１は、
赤あるいは赤外領域の光を含む光源およびこの光源から出る光を記録媒体上に結像させる
集光レンズを有し、記録媒体上の検出点に光のスポットを形成する。また、受光部１６２
は、記録媒体上の検出点からの反射光を検出する光センサーと、この光センサーに記録媒
体上の検出点からの反射光を結像させる集光レンズを有している。
【００５４】
ここで、記録媒体７の検出センサー１６０とは反対側に位置するプラテン８は、例えば、
光を反射しない黒色等に着色される。これにより、反射光の強度の違いにより検出点にお
ける、記録媒体７の有無が検出される。さらに、光源が赤あるいは赤外領域の光を含むこ
ととした場合には、記録媒体上に黒色インクが存在した場合にも、黒色インクおよびプラ
テン８からの赤あるいは赤外光の反射率の違いにより、記録媒体７の有無を、混同を生じ
ることなく区別することができる。
【００５５】
また、記録媒体上の検出点に形成される光のスポット径は、集光レンズにより記録媒体上
に形成される画像情報の画素の大きさと同等、もしくはより小さいスポット径にされる。
これにより、画素単位で、スポット位置における記録媒体７の存在の有無を検出すること
ができる。なお、検出センサー１６０は、キャリッジ２に装着されているので、主走査方
向の検出センサー１６０の位置は、印画を行う際のキャリッジ２と同程度である画素単位
の精度を有する。従って、検出センサー１６０は、主走査方向で記録媒体７の有無を、画
素単位で検出する。
【００５６】
また、図４に示す光センサーにリニア型光センサーを用いることもできる。リニア型光セ
ンサーは、主走査方向に高精度に一次元配列された光センサーからなるので、検出点にお
ける記録媒体７の有無を、さらに主走査方向の詳細な位置情報を持って、検出することが
できる。このリニア型光センサーは、後述する記録媒体７の上辺あるいは下辺の辺縁部を
検出する際に、特に少ない誤差で上辺あるいは下辺位置を検出することができる。
【００５７】
つづいて、縁無し印画を行う際の、インクジェットプリンタ１００の動作を図５およびこ
れ以降のフローチャートを用いて説明する。まず、インクジェットプリンタ１００の初期
配置位置に記録媒体７が配置される（ステップＳ５０１）。そして、制御部１１０は、記
録媒体７の先端部分の検出処理を行う（ステップＳ５０２）。この先端部分の出処理では
、検出センサー１６０を用いて、記録媒体７の先端部分の辺縁位置を高精度に確定する。
【００５８】
なお、記録媒体７は、初期配置位置から紙送り部１２４により、キャリッジ部１２１まで
搬送される。この際、キャリッジ部１２１に記録媒体７が搬入されたことの確認は、制御
部１１０の図示しない検知手段を用いて行われる。この検知手段は、検出センサー１６０
を主走査方向の中央近傍に配置し、検出センサー１６０の対向位置を、記録媒体７が通過
することを検知する。
【００５９】
ここで、図６のフローチャートにより先端部分の検出処理について説明する前に、図９を
用いて、画像記憶部１２３の縁無し用画像情報の印画範囲および記録媒体７の位置につい
て説明する。画像記憶部１２３の縁無し用画像情報は、図９（Ａ）および（Ｂ）に例示さ
れる様に、記録媒体７を被う印画範囲の全面に印画される。制御部１１０は、この印画範
囲情報に基づいて、キャリッジ２の主走査方向での移動および紙送り機構による記録媒体
７の副走査方向での移動により、記録媒体７を被う印画範囲の全面に印画を行う。なお、
制御部１１０は、初期配置位置に存在する記録媒体７を、印画範囲情報および位置情報入
力部１２５に入力される記録媒体７の位置情報に基づいて、キャリッジ２の主走査方向の
ヘッド位置および紙送り機構による副走査方向の記録媒体７の位置を制御し、印画範囲の
先端部分から所定の幅を持って、順次印画を行う。



(10) JP 4487495 B2 2010.6.23

10

20

30

40

50

【００６０】
また、記録媒体７は、紙送り機構により初期配置位置から取り込まれ、ヘッドの位置まで
搬送されるが、この際、曲がりが生じることがある。図９（Ａ）に、印画範囲と曲がりが
生じた記録媒体７の位置関係の一例を示す。記録媒体は初期配置位置に概ね揃えて配置さ
れるので、この曲がりは、取り込みあるいは搬送の際に生じる比較的小さなもので、記録
媒体７は、印画範囲内に納まる。なお、マスク生成部１１１は、印画範囲と同一の大きさ
を有する２次元データ領域を有しており、この２次元データ領域上に記録媒体７の位置情
報に基づいたマスク領域を設定する。以後の説明では、この２次元データ領域を印画範囲
として区別せず用いる。
【００６１】
つづいて、図６のフローチャートにより先端部分の検出処理について説明する。先端部分
の出処理では、記録媒体７の曲がりを検出する曲がり検出処理（ステップＳ６０１）およ
びこれにつづいて主走査方向の辺縁部である端部検出処理（ステップＳ６０２）が行われ
る。曲がり検出処理では、縁無し用画像情報の印画範囲に対する記録媒体７の曲がりが検
出される。また、端部検出処理では、主走査方向の記録媒体７の左辺および右辺の端部を
検出し、ステップＳ６０１で取得した曲がり情報と合わせて、縁無し用画像情報の印画範
囲に対する記録媒体７の位置を確定する。
【００６２】
図７は、曲がり検出処理のフローチャートである。まず、制御部１１０は、検出センサー
１６０を主走査方向の第１の検出ポイントに移動する（ステップＳ７０１）。ここで、第
１の検出ポイントは、図９（Ａ）に例示されるように、印画範囲の左端部からＬだけ右側
の距離に位置する。この距離Ｌは、図９（Ａ）に示すように、記録媒体７を副走査方向に
紙送りした際に、記録媒体７の上辺が、確実に検出センサー１６０のスポット位置を通過
するように、印画範囲の左端部から充分な距離を持って設定される。
【００６３】
その後、制御部１１０は、記録媒体７を、初期配置位置から副走査方向に紙送りを行い（
ステップＳ７０２）、第１の検出ポイントに位置する検出センサー１６０が記録媒体７を
検出したかどうかを判定する（ステップＳ７０３）。図９（Ａ）には、この紙送りの際に
、第１の検出ポイントに位置する検出センサー１６０のスポットが移動する位置を点線で
図示している。検出センサー１６０が記録媒体７を検出していない場合には（ステップＳ
７０３否定）、ステップＳ７０２に移行し、記録媒体７の紙送りおよび検出センサー１６
０による記録媒体７の検出を、記録媒体７を検出する迄繰り返す。検出センサー１６０が
記録媒体７の上辺を検出した場合には（ステップＳ７０３肯定）、位置情報入力部１２５
からこの時の記録媒体７の副走査方向の位置を読み出す。そして、距離Ｌおよびこの副走
査方向の位置から、印画範囲内に記録媒体７の第１の検出位置を登録する（ステップＳ７
０４）。図９（Ａ）の例では、第１の検出ポイントの移動を示す点線と、上辺の交点であ
る点Ａが検知される。
【００６４】
その後、制御部１１０は、記録媒体７を副走査方向の排紙先とは反対の初期配置位置に、
記録媒体７を搬送して戻す（ステップＳ７０５）。そして、検出センサー１６０を主走査
方向の第２の検出ポイントに移動する（ステップＳ７０１）。ここで、第２の検出ポイン
トは、図９（Ａ）に例示されるように、印画範囲の右端部からＲの距離だけ左側に位置す
る。この距離Ｒは、図９（Ａ）に示すように、記録媒体７を紙送りした際に記録媒体７の
上辺が、確実に検出センサー１６０のスポット位置を通過するように、印画範囲の右端部
から充分な距離を持って設定される。
【００６５】
その後、制御部１１０は、記録媒体７を、初期配置位置から副走査方向に紙送りを行い（
ステップＳ７０７）、第２の検出ポイントに位置する検出センサー１６０が記録媒体７を
検出したかどうかを判定する（ステップＳ７０８）。図９（Ａ）には、この紙送りの際に
、第２の検出ポイントに位置する検出センサー１６０のスポットが移動する位置を点線で
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図示している。検出センサー１６０が記録媒体７を検出していない場合には（ステップＳ
７０８否定）、ステップＳ７０７に移行し、記録媒体７の紙送りおよび検出センサー１６
０による記録媒体７の検出を、記録媒体７を検出する迄繰り返す。検出センサー１６０が
記録媒体７の上辺を検出した場合には（ステップＳ７０８肯定）、位置情報入力部１２５
からこの時の記録媒体７の副走査方向の位置を読み出す。そして、距離Ｒおよびこの副走
査方向の位置から、印画範囲内に記録媒体７の第２の検出位置を登録する（ステップＳ７
０９）。図９（Ａ）の例では、第２の検出ポイントの移動を示す点線と、上辺の交点であ
る点Ｂが検知される。
【００６６】
その後、制御部１１０は、記録媒体７の上辺に位置する第１および第２の検出位置、図９
（Ａ）の例では点ＡおよびＢから、記録媒体７の印画範囲内での傾きが算出される（ステ
ップＳ７１０）。そして、図６の先端部分の検出処理に戻る。
【００６７】
図８は、主走査方向端部検出処理の動作を示すフローチャートである。ここで、記録媒体
７の副走査方向位置は、図７に示した曲がり検出処理につづいて行われる。まず、制御部
１１０は、検出センサー１６０を、図９（Ａ）に示す印画範囲の主走査方向の左端部に移
動する（ステップＳ８０１）。そして、主走査方向に検出センサー１６０を移動しつつ、
記録媒体７の辺縁部である端部を検出して行く（ステップＳ８０２）。なお、記録媒体７
の端部は、曲がり検出処理による上辺の検出につづいて行われるので、図９（Ａ）に示さ
れる様に必ず２つの端部が検出される。
【００６８】
その後、制御部１１０は、記録媒体７の先端部分、例えば、記録媒体７に印画を行う際に
、まとめてヘッドに読み込まれる印画範囲の端部の検出を終了したかどうかを判定する（
ステップＳ８０４）。先端部分にある端部の検出を終了していない場合には（ステップＳ
８０４否定）、記録媒体７を、副走査方向に紙送りして（ステップＳ８０５）、ステップ
Ｓ８０１に移行し、さらに記録媒体７の下辺方向の位置において主走査方向の端部検出を
行う。先端部分にある端部の検出を終了した場合には（ステップＳ８０４肯定）、検出さ
れた記録媒体７の端部情報を、マスク生成部１１１に送信し（ステップＳ８０６）、この
処理を終了する。
【００６９】
図９（Ａ）に、この主走査方向端部検出処理を例示する。制御部１１０は、曲がり検出処
理による上辺の点ＡおよびＢの検出につづいて、左辺および右辺の端部ＣおよびＤを検出
し、さらに副走査方向の紙送りにより端部ＥおよびＦを検出する等の同様の検出動作を先
端部分の全体に渡って行う。なお、主走査方向の走査により検出される２つの端部は、左
辺および右辺に属する端部である場合には、必ず主走査方向に等距離の間隔を有し、上辺
あるいは下辺で検出される２つの端部では、より小さな間隔となるので区別される。
【００７０】
その後、図５に戻り、制御部１１０は、データ変換部１１２を用いて、縁無し用画像情報
の印画範囲に先端部分のマスク位置を設定する（ステップＳ５０３）。この先端部分のマ
スク位置の設定では、ステップＳ６０１の曲がり検出処理およびステップＳ６０２の主走
査方向端部検出処理で求めた記録媒体７の傾きおよび端部情報から、印画範囲の記録媒体
７が存在しない部分にマスクを施す。具体的には、データ変換部１１２は、記憶部１３０
の縁無し用画像情報に対して、記録媒体７が存在しない印画範囲に零値を代入して、画像
記憶部１２３に保存する。
【００７１】
図９（Ａ）に、印画範囲に設定されるマスク領域が例示されている。図５のステップＳ５
０２で求めた、記録媒体７の上辺に位置する点ＡおよびＢ、また、左辺および右辺に位置
する端部Ｃ、Ｄ、ＥおよびＦ等を用いて、記録媒体７の先端部分の、印画範囲内の位置が
確定される。ここで、図９（Ａ）中の網掛け領域で示される、記録媒体７が存在しないマ
スク領域では、この領域の縁無し用画像情報に零値が代入される。
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【００７２】
その後、制御部１１０は、この先端部分の縁無し用画像情報を、画像読み出し部１２２で
読み出し、キャリッジ部１２１のヘッドを用いて、主走査方向の印画を、所定の副走査方
向の幅を持って行う（ステップＳ５０４）。また、この印画の際に行われる、主走査方向
へのキャリッジ２の移動および記録媒体７の副走査方向への紙送りでは、検出センサー１
６０による記録媒体７の端部が同時に検出される（ステップＳ５０４）。
【００７３】
その後、制御部１１０は、検出センサー１６０により、記録媒体７の下辺を含む後端部分
を検出したかどうかを判定する（ステップＳ５０５）。ここで、下辺を検出したかどうか
は、例えば前述したように、主走査方向の検出センサー１６０の移動で検出される２つの
端部間距離が、小さくなることにより検出される。後端部分を検出していない場合には（
ステップＳ５０５否定）、ステップＳ５０４で新たに求めた記録媒体７の左辺および右辺
の端部情報に基づいて、マスク領域の更新を行い（ステップＳ５０７）、そして、副走査
方向の記録媒体７の紙送りを行い（ステップＳ５０６）、ステップＳ５０４に移行し、順
次印画を繰り返す。
【００７４】
また、制御部１１０は、後端部分を検出した場合には（ステップＳ５０５否定）、後端部
分のマスク領域を設定する（ステップＳ５０８）。この後端部分のマスク領域の設定では
、ステップＳ６０１の曲がり検出処理で求めた記録媒体７の上辺の印画範囲に対する傾き
と同一の傾きを下辺が有するとして、先端部分で行ったと全く同様に行う。すなわち、印
画範囲の記録媒体７が存在しないマスク領域を、マスク生成部１１１で設定し、このマス
ク領域に存在する縁無し用画像情報に、データ変換部１１２により零値を代入する。そし
て、この後端部分の縁無し用画像情報を画像記憶部１２３の保存する。図９（Ｂ）の例で
は、記録媒体７の下辺に位置する点Ｈが検出される。下辺の傾きは、上辺と同一であると
しているので、点Ｈから下辺は、一義的に決定される。
【００７５】
その後、制御部１１０は、画像記憶部１２３の後端部分の縁無し用画像情報を、画像読み
出し部１２２により読み出し、後端部分に印画を行う（ステップＳ５０９）。その後、記
録媒体７を副走査方向に排紙し、本処理を終了する。
【００７６】
上述してきたように、本実施の形態１では、検出センサー１６０を用いて、印画範囲内の
記録媒体７の位置を高精度で検出し、この位置情報から、印画範囲内で記録媒体７が存在
しないマスク領域をマスク生成部１１１で生成し、データ変換部１１２は、このマスク領
域の縁無し用画像情報を零値で置き換えて出力することとしているので、印画範囲の記録
媒体７が存在しない領域では、インクを吐出することなく、記録媒体７に縁無し印画を行
うことができ、ひいては、記録媒体７のキャリッジ２と反対側に位置するプラテン８上に
無駄なインクを吐出することなく、縁無し印画を行うことができる。
【００７７】
また、本実施の形態１では、縁無し用画像情報を記憶する記憶部１３０と、印画範囲の記
録媒体７が存在しない部分に零値が代入された縁無し用画像情報を記憶する画像記憶部１
２３を別途設けているが、これら記憶部を同一のもにとして、動作させることもできる。
（実施の形態２）
ところで、上記実施の形態１では、記憶部に存在する縁無し用画像情報の記録媒体７が存
在しない部分に零値を代入し、この結果を読み出すことで、印画範囲の記録媒体７が存在
しない部分のインクの吐出を押さえることとしたが、画像の読み出しを行う際に、マスク
領域の情報に基づいて、零値を出力することもできる。そこで、本実施の形態２では、画
像読み出し部１２２にマスク領域情報を入力する場合を示すことにする。
【００７８】
図１０は、本実施の形態２にかかる読み出し部２２２を中心とするインクジェットプリン
タ２００のブロック図である。ここで、インターフェース１５０、記憶部１３０および記
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録部１２０の画像記憶部１２３および画像読み出し部１２２以外の部分は、インクジェッ
トプリンタ１００と全く同一であるので、図示および説明を省略する。また、制御部２１
０は、制御部１１０に対応するものであり、画像読み出し部２２２は、画像読み出し部１
２２に対応するものである。
【００７９】
制御部２１０は、制御部１１０のデータ変換部１１２を有せず、制御部１１０と同一のマ
スク生成部１１１を有する。画像読み出し部２２２は、スイッチ２２３、アドレス生成部
２２５およびマスク領域選択部２２４を有する。
【００８０】
マスク生成部１１１は、実施の形態１で示したと全く同様に印画範囲と同一の大きさを有
する２次元データ領域にマスク領域を設定する。そして、このマスク領域情報を画像読み
出し部２２２のマスク領域選択部２２４に出力する。また、画像読み出し部２２２のアド
レス生成部２２５は、記憶部１３０の縁無し用画像情報の読み出しアドレスを生成する。
【００８１】
マスク領域選択部２２４は、アドレス生成部２２５からのアドレス情報と、マスク生成部
１１１からのマスク領域情報を比較し、アドレス情報がマスク領域である場合には、スイ
ッチ２２３に零値データを出力する。また、アドレス情報がマスク領域でない場合には、
このアドレス情報をそのまま記憶部１３０に出力し、該当する縁無し用画像情報をデータ
バスに出力する。
【００８２】
スイッチ２２３は、記憶部１３０からの縁無し用画像情報およびマスク領域選択部２２４
からの零値データを、マスク領域選択部２２４からのマスク領域情報に基づいて切り替え
、キャリッジ部１２１に出力する。
【００８３】
上述してきたように、本実施の形態２では、マスク領域選択部２２４およびスイッチ２２
３を用いて、マスク領域情報に基づいて、アドレス情報がマスク領域である場合には、零
値を出力し、アドレス情報がマスク領域でない場合には、該当するアドレスの縁無し用画
像情報を出力することとしているので、マスク領域においてインクの吐出を防止し、マス
ク領域以外の印画領域では、縁無し用画像情報を出力し、記録媒体７の存在しないマスク
領域でインクの吐出が無い縁無し印画を行うことができる。
【００８４】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１に記載の発明によれば、キャリッジは、検出手段により、
対向位置の検出点に記録媒体が存在するかどうかを検出し、制御部は、マスク生成手段に
より、この検出手段の走査および記録媒体の紙送りによる記録媒体上の検出点の移動によ
り、記録媒体の辺縁位置情報を取得し、この辺縁位置情報に基づいて、縁無し用画像情報
の印画の際に、記録媒体が存在しない前記印画範囲をマスクするマスク領域情報を生成し
、このマスク領域情報に基づいて、データ変換手段により、縁無し用画像情報にマスクを
行い、記録手段は、マスクされた縁無し用画像情報に基づいて、縁無し用画像情報のマス
ク領域を除いた画像情報のみを記録媒体に印画することとしているので、印画範囲の記録
媒体が存在しないマスク領域で、インクの吐出を伴うことなく縁無し印画を行い、ひいて
は記録媒体の背後にあるプラテンにインクが吐出することを防止することができる。
【００８５】
請求項２に記載の発明によれば、記録手段が、縁無し画像情報の印画する部分のみの画像
情報を保存する画像記憶部と、画像読み出し手段により、この画像記憶部から画像情報を
読み出すこととしているので、効率よく画像情報の読み出しおよび印画を行うことができ
る。
【００８６】
請求項３に記載の発明によれば、画像記憶部にマスクされた縁無し画像情報を保存するこ
とができるので、画像読み出し手段に変更を加えることなく、マスク領域でインクの吐出
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を押さえることができる。
【００８７】
請求項４に記載の発明によれば、簡易にヘッドからのインクの吐出を無くすことができる
。
【００８８】
請求項５に記載の発明によれば、キャリッジは、検出手段により、対向位置の検出点に記
録媒体が存在するかどうかを検出し、制御部は、マスク生成手段を用いて、検出手段の走
査および記録媒体の紙送りによる記録媒体上の検出点の移動により、記録媒体の辺縁位置
情報を取得し、この辺縁位置情報に基づいて、縁無し用画像情報の印画の際に、記録媒体
が存在しない印画範囲をマスクするマスク領域情報を生成し、記録手段は、このマスク領
域情報に基づいて、記憶部の縁無し用画像情報のマスク領域を除いた画像情報のみを記録
することとしているので、印画範囲の記録媒体が存在しないマスク領域で、インクの吐出
を伴うことなく縁無し印画を行い、ひいては記録媒体の背後にあるプラテンにインクが吐
出することを防止することができる。
【００８９】
請求項６に記載の発明によれば、記録手段は、縁無し画像情報の印画する部分のみの画像
情報を保存する画像記憶部と、画像読み出し手段により、画像記憶部から画像情報を読み
出すこととしているので、効率よく画像情報の読み出しおよび印画を行うことができる。
【００９０】
請求項７に記載の発明によれば、記憶部の縁無し用画像情報をデータ変換することなくそ
のまま用いることができる。
【００９１】
請求項８に記載の発明によれば、印画範囲の画像情報を、副走査方向に幅を持って読み出
し、効率良く印画を行うことができる。
【００９２】
請求項９に記載の発明によれば、記録媒体の後端部分の下辺を、印画する前に検出するこ
とができ、この情報に基づいて、的確なマスク領域を作成し、プラテン上へのインクの吐
出を防止することができる。
【００９３】
請求項１０に記載の発明によれば、検出手段の光センサーが、赤あるいは赤外領域を含む
光源を有するので、記録媒体上の黒色のインクをプラテンと区別することができ、混同を
防止することにより高い精度で辺縁部の検出を行うことができる。
【００９４】
請求項１１に記載の発明によれば、リニア型光センサーは、光センサーを一次元的に配列
しているので、検出点の位置を、さらに高精度に検出することができ、特に、光センサー
が移動する主走査方向と概ね同一方向を向く上辺および下辺では、正確な辺縁部位置を検
出することができる。
【００９５】
請求項１２に記載の発明によれば、制御手段は、検知手段により、検出手段を主走査方向
の走査での中心近傍に位置させ、紙送りの際に、記録媒体のヘッドの対向位置の通過を検
知することとしているので、記録媒体を載置する台上のフォトセンサーと同様の機能を行
うことができる。
【００９６】
請求項１３に記載の発明によれば、制御手段は、曲がり検出手段により、紙送りをしつつ
、キャリッジを、主走査方向に複数回の走査を行い、記録媒体の曲がりを検出することと
しているので、曲がりをも含めてマスク領域を精密に確定し、記録媒体の存在しないマス
ク領域へのインクの吐出を防止することができる。
【００９７】
請求項１４に記載の発明によれば、縁無し用画像情報にマスク領域を設定する際に、容易
にマスク位置の特定を行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】インクジェットプリンタの全体構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１の記録部を示す外観図である。
【図３】実施の形態１のキャリッジ部を示す図である。
【図４】実施の形態１の検出センサーの断面を示す図である。
【図５】実施の形態１のインクジェットプリンタの動作を示すフローチャートである。
【図６】実施の形態１の先端位置検出処理の動作を示すフローチャートである。
【図７】実施の形態１の曲がり検出処理の動作を示すフローチャートである。
【図８】実施の形態１の主走査方向端部検出処理の動作を示すフローチャートである。
【図９】印画範囲と記録媒体との位置関係およびマスク領域を示す図である。
【図１０】実施の形態２の画像読み出し部を示すブロック図である。
【符号の説明】
２　キャリッジ
３　支持棒
４　駆動ベルト
５　ステッピングモーター
６ａ，６ｂ　ローラ
７　記録媒体
８　プラテン
１００、２００　インクジェットプリンタ
１１０、２１０　制御部
１１１　マスク生成部
１１２　データ変換部
１２０　記録部
１２１　キャリッジ部
１２２、２２２　画像読み出し部
１２３　画像記憶部
１２４　紙送り部
１２５　位置情報入力部
１２６　主副走査駆動部
１３０　記憶部
１４０　拡大縮小部
１５０　インターフェース
１６０　検出センサー
１６１　発光部
１６２　受光部
１９０　パーソナルコンピュータ
２２３　スイッチ
２２４　マスク領域選択部
２２５　アドレス生成部



(16) JP 4487495 B2 2010.6.23

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(17) JP 4487495 B2 2010.6.23

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(18) JP 4487495 B2 2010.6.23

【図１０】



(19) JP 4487495 B2 2010.6.23

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－０９６８７４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２１７４４６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１１３６８８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２６９５４３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２８３５５１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－０２２６６８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B41J   2/01
              B41J  21/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

